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国分寺公民館 40-5563

石橋公民館 52-1157

南河内公民館 48-2393

南河内東公民館 48-5511
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新年度が始まりました。石橋公民館は新館完成から1年半が経過して運営が軌道に乗ってきましたし、南河内東

公民館の改修工事が完了し、4館揃ってのスタートです。館長や社会教育指導員が交代した館もあり、心機一転、

職員一丸となって公民館運営を頑張ります。今年度の講座も始まりました。皆さんのご来館をお待ちしています。

今回の公民館だよりは、防災を特集しました。災害の少ないまちだからといって安心していては危険です。ため

になる話をご用意しましたので、関心をもっていただけたら幸いです。ぜひご一読ください。 （幹事館長 山内）

１階大ホールに大きなステージがあり、よく演劇

などに利用されている公民館です。ステージの高さ

は床面から92ｃｍ。

大ホールの収容人数は 150 人。グランドピアﾉ

（200円/1H）スポットライト（300円/1H）

スクリーンも大きいので、企業の入社式や研修に利

用されることもあります。駐車場150台分あり、

スムーズに停められます。

ソメイヨシノやしだれ桜の

木がある庭園、２０種類以上

の花が咲く花壇など自然を感

じられる公民館です。どの季

節も素敵ですよ。散歩がてら

に、ぜひお寄りください。

研修室と多目的ホールに

大きな鏡が設置されている

公民館です。全体の動きが見

られて、フラダンス等のサー

クルさんに好評なお部屋に

なっています。
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【研修室】

【多目的ホール】

まだ、できたばかりの新し

い公民館です。

防音完備の音楽スタジオで

は、ピアノ（２00円/1H）、

ドラム（100円/1H）、アン

プ（200円/1 回）の貸し出

しができます。
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◆ 公民館に設置されている防災倉庫の一例

南河内地区 石橋地区 国分寺地区

第１次避難所 ふれあい館 スポーツ交流館 国分寺公民館

第２次避難所
南河内公民館

緑小学校

石橋北小学校

古山小学校

国分寺東小学校

旧国分寺西小学校

第３次避難所 祇園小学校など 石橋小学校など 国分寺小学校など

公民館の防災倉庫をのぞいてみよう！

防災についての公民館講座

もしものときは FMゆうがお

500ml ペットボトル

幼児・高齢者用おむつ

救急箱

簡易トイレ処理セット

エアーマット

ユニバーサルテント

プライベートルーム

ひなんベッド

マスク・ウエットティッシュ

使い捨て手袋・トイレットペーパー

電池式ランタン

間仕切り・電気ケトル・ブルーシート
ベンリーテント

市内で風水害や地震などの災害が発生す

る恐れがある、または発生した場合には優

先して地域の災害情報を発信します。

ここ数年、何十年に一度の水害とか、震度６クラスの地震等、びっくりするような災害が毎年起きています。

大切な家族や自分の命を守るため、どの公民館でも防災に関する講座が行われていますので、ご紹介します。

【国分寺公民館】

◆寿大学

講座内容 災害伝言ダイヤル等の使い方

（講師：NTT東日本栃木支店）

【石橋公民館】

◆ザ・ヒーロズ２

講座内容 消防団の活動と体験 救命法を学ぶ

（講師：消防団員、消防士、安全安心課）

【南河内公民館】

◆暮らしに役立つ生活の知恵

講座内容 災害から命・財産・我が家・我がまちを守

るには（講師：栃木県危機管理課）

【南河内東公民館】

◆みんなの防災

講座内容 東日本大震災・原子力災害

ふくしま語り部の会による震災講話など

※ほんの一部の紹介です。詳しくは生涯学習情報誌「エール」をご覧ください。

コロナ禍以降にはこんな段ボールベットが開発されていて、下野市の防災倉庫にもあり

ます。顔が隠れるということで、飛沫感染を防げる、音を遮断できる、安眠できること

につながるそうです。

床マット

太陽光発電バッテリー

ほ乳ボトル

◆ 災害時の備蓄について
市では毎年、食料や飲料水、生活必需品や防災資機材を計画的に備蓄するだけではなく、地元の業者や地方自

治体、団体等の協力を得て物資が調達できるようにするための協定を結び、備蓄体制を整備しています。これら

の備蓄品は、災害時に必要な物資をすみやかに配布できるよう、市内の公共施設内の防災倉庫に分散させて保管

しています。また、市指定の避難所にも災害用トイレや毛布等の防災資機材を保管しています。市が備蓄できる

数には限りがありますので、家庭でも３日分以上を目安に食料、飲料水、生活必需品の備蓄をしましょう。

◆ 避難所の開設について
災害の規模に応じて第１次避難所から順番に開設します。詳細については、下野市洪水ハザードマップをご確

認ください。また、災害発生後に安全確認をし、自宅での避難が可能な場合は在宅避難もご検討ください。

下野市安全安心課より

毛布
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